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立教大学

2018年経済（経済、会計）・観光（観光）・コミュ（スポーツ）第 2問

2 原点を Oとする座標平面上の円 C : x2 + y2 = 1上に点 P(cosµ; sinµ) #0 < µ < ¼
2
;がある．点 Pに

おける円Cの接線を `とし，`と x軸の交点をA，`と y軸の交点を Bとする．線分OAの長さと線分OBの長

さの和を Lとおき，また，t = 1
cosµ sinµ とおく．このとき，次の問に答えよ．

(1) 点Aと点 Bの座標を cosµ; sinµを用いてそれぞれ表せ．

(2) tの値の範囲を求めよ．

(3) L2を tを用いて表せ．

(4) Lが最小となるときの Lの値とそのときの点 Pの座標をそれぞれ求めよ．


